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スギッチファンド助成事業 活動報告書 １ 

団体情報 

 

事業紹介 

事業名 

 

ビーイングふれあい出前コンサート 

実施日 

     

平成３０年１２月４日 

参加人数 

約 120名 

事業内容 

  

① 音楽家小川ロン氏によるコンサート 

② 当法人理事長による講和（地域に暮らす障がい者に対する理解促進と支

援について） 

③ アンケート調査（参加者の意識調査を行い、今後の活動に資する） 

 

(評価)目標

は達成され

たか。団体

にはどんな

効果や変化

がありまし

たか 

当法人が１５年にわたり継続してきた活動は地域に浸透している。出前コン

サートを雄勝高校で実施することができ、地域の将来を担う高校生に福祉に

関して意識を高めることができたものと考えている。また、当日参加してい

ただいた地域の方々も地元の高校生とともに歌を歌うことで連帯感を感じ

ていただけたものと思っている。 

 

団 体 と し

て、今後の 

事業展開や 

新たな企画

はあります

か 

・これまで継続してきた事業を、より内容を充実させて実施する。 

・地域の方々に喜ばれ、参加しやすい事業を企画していく。 

 

 

団体名 

特定非営利活動法人 

サポートセンター・ビーイング 
所在地 

(市町村名) 

 

湯沢市 

 



 

                        ２ 

スギッチファンド助成事業 活動報告書２ 

 

 

 

 

小川ロンさんのギターに合わせて歌う雄勝高校の生徒と地域の方々（後方）                

                           〈於 雄勝高校〉 

  

 

団体名        特定非営利活動法人 サポートセンター・ビーイング 

事業名           ビーイングふれあい出前コンサート 
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スギッチファンド助成事業 活動報告書２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体名  秋田エアロフェスティバル実行委員会 

事業名  秋田エアロフェスティバル 畑田美紀スペシャルレッスン 

立て看板や横断幕にスギッチファンドの助成事業であ

ることを明示しました。 

一日目のレッスン風景 一日目の集合写真 

二日目のレッスン風景 二日目の集合写真 
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スギッチファンド助成事業 活動報告書 １ 

団体情報 

 

事業紹介 

事業名 

 

間伐材と支障木の活用 

実施日 

     

平成３０年１２月１０日～平成３１年６月末日 

参加人数 

作業人６人 

５０日 

事業内容 

北欧の杜・近郊の森林荒廃、北秋田市郊外七日市里山からの間伐材・ 

支障木の活用、刈払いしながら野生動物の対策も出来ることから 

緑、水の地域の守りも念頭にいれての事業となりました。 

間伐材使用については、炭焼き、防災時、キャンプに使える木ろうそくが 

好評でした。杉ツリーはクリスマス、正月の門松にと幼稚園に寄贈。 

炭は農家の土壌汚染対策に使用。 

イベントにも出品。  

 

(評価 )目標

は達成され

たか。団体

にはどんな

効果や変化

がありまし

たか 

 

間伐材の木ローソクの販売は好評でした。防災時、お楽しみキャンプ、等 

普段は椅子等にも使用できるのでイベント等には積極的に販売参加しました。 

この活動から、秋田森づくり活動サポートセンターからのアドバイス、 

森林学習講習会にもメンバーとして参加出来ました。植樹祭も開催出来ました 

一般市民の方々から森林間伐材の提供があります。 

薪、炭、木ろうそく、木工加工品、アイデア商品が楽しみながら、 

少しですが収入もあります。 

 

団 体 と し

て、今後の 

事業展開や 

新たな企画

はあります

か 

これからの里山対策は高齢化と少子化問題で個人が所有山林は荒れたまま 

手入れも出来ない状態、私達の活動を見て沢山のかたから相談、お願いがあり

ました。一緒にこれからの事を取り組むことを計画したい。 

山林の手入れの学習、作業工具の使い方の学習、広葉樹苗木の学習、 

間伐材の利用の学習、伐採後の広葉樹苗木の植樹等学習すべき事を 

次期世代の為にと感じました。 

コロナ禍の中、自然の中での作業は事業継続に繋がると思います。 

 

 

団体名 

 

トーブ・木こりっこ 
所在地 

(市町村名) 

 

北秋田市 
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スギッチファンド助成事業 活動報告書２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体名     トーブ・木こりっこ             

事業名     間伐材と支障木の活用 

大館市ニプロドーム 

 

間伐材、支障木、除伐材を 

活用した製品を紹介、販売。 

木ろうそく・ 

木のえんぴつ・炭 

クロモジ茶 

杉箸 

木工遊び 

間伐材活用素材加工作業 

 

木ろうそくの活用 

防災用、キャンプ、 

普段は木の椅子にも、 

お花の台等にも。 

 

間伐材利用の木ろうそく。 

 

燃焼時間は３時間位。 

鍋をかけて調理も出来ます。 

 

災害時には 

煖房の役割出来ます。 
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当日の実験の一部を紹介します。 

写真上段左は、七宝焼きのアクセサリー作り、上段中は「電気を学ぼうシリーズ」の一つ。上段右は製作した箱カメ

ラを試しているところ。 

写真中段左は、スライム時計作りとともに３D プリンターでのジョイント作りを紹介。同じく中段中は「でんじろ

うせんせいの風船輪くぐり」体験。中段右のシャーレは過飽和から結晶析出したもの。下段左はスーパーボール作

り。下段右は紫キャベツの色変化を見る実験である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団体名 科学する心を育む会              

事業名 第 32 回科学のひろば 





                        ２

スギッチファンド助成事業 活動報告書２

団体名  湯沢びじんプロジェクト
事業名  小町の郷・びじんのまちづくり事業

協力店のひとつ

小安峡温泉

きらめき女子会

（若女将の会）の会員旅館

R1.10.12

ＡＫＴ

ＪＡみどりの広場

体験レポート

美人絵灯ろう写真展を協賛

湯沢翔北高校総合デザイン科

GIFF アニメ班とコラボ

タッチペン&ボード 4セット寄付

びじんキャラ制作中！
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スギッチファンド助成事業 活動報告書 １ 

団体情報 

 

事業紹介 

事業名 

 

シニアを支える事業を周知するためのＨＰ作成 

実施日 

     

日時→２０１８年１２月２８日（金）１３：３０〜 

場所→能代市「感応寺」講堂 

参加人数 

８名 

事業内容 

少子高齢化に対する諸々の家族問題を解決する団体として、ＮＰＯ法人を立

ち上げ、スギッチファンド採択後、早々に１回目のセミナーを開催しました。 

セミナーの内容は①身元保証人相談②見守り相談③空き家対策④死後事務

委任契約等、地元親世帯と遠隔地の子世帯の複雑に絡んだ家族問題を解決し

ようとする当法人が目指すべき地域型プラットフォームの説明でした。 

年末の開催ということもあり、少人数でしたが、年明け７月には、能代市か

らの委託事業である「市民プラザ」を運営開始し、徐々にですが認知度が増

し、自治体や社協、包括支援センターを通し、終活相談で困っているご家族

や、一人暮らしの高齢者の方が来店されるようになりました。 

(評価)目標

は達成され

たか。団体

にはどんな

効果や変化

がありまし

たか 

スギッチファンドを利用し①チラシやポスターの作成②館内に設置したパ

ブリックビューイング向けスクリーンによる法人紹介③ホームページ作成

による遠隔地子世帯への告知・宣伝が功を奏し、今では他地区の自治体や関

連団体から「活動内容を視察したい」との申し出もでるようになりました。 

月に数件程度ですが、継続的に相談案件があり、全国初の「家族問題の総合

窓口活動」は、間違いなく各自治体が直面している重要課題を民間が解決し

てあげる「共存パートナーとしての役割」を確立できたと考えております。 

団 体 と し

て、今後の 

事業展開や 

新たな企画

はあります

か 

当法人の今後の活動方針として、自主事業５０％、委託事業３０％、その他

事業２０％を目指し、地域の関連諸官庁と情報交換しながら、終活で困って

いる家族に寄り添い、総合コンシェルジュ的な存在を確保し、能代・山本地

区から秋田県全域に拡大していくつもりです。 

新たな事業展開としては「第２３回スギッチファンド」「コロナ緊急スギッ

チファンド」でも採択いただいた内容として、６ヶ月という秋田ならではの

冬期間のコミュニケーションの起爆剤として「e スポーツセミナー」を開催

し、多世代交流ができる eスポーツで、地域の活性化を図っていくつもりで

邁進していきます。 

 

団体名 

特定非営利活動法人 

eナビステーションりあん 

 

所在地 

(市町村名) 

 

能代市 
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団体名    特定非営利活動法人 e ナビステーションりあん 

事業名    シニアを支える事業を周知するためのＨＰ作成 

事業名 

終
活
セ
ミ
ナ
ー 

講
師
：
越
後 

康
一
（
２
０
１
８
） 

 (1
 

そ
の
他
、
チ
ラ
シ 

 (1
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スギッチファンド助成事業 活動報告書 １ 

団体情報 

 

事業紹介 

事業名 

 

中学生食堂×高校生クリエイトキャンプ in犬っこまつり 

実施日 

     

平成 31年 2 月 9日、10日の 10:00～18:00 

参加人数 

150 

事業内容 

湯沢市の中学生が開発したビビンバ丼（すでに湯沢市内の飲食店 2店舗でメ

ニュー化されている）を湯沢市の伝統行事である犬っこ祭りのサブ会場内に

おいて 1杯 300円で提供する。 

同時に同会場で高校生のクリエイトキャンプとしてワークショップを行う。

内容としては高校生が講師となり地域プロモーション動画を公開し、編集の

方法やカメラワークを学ぶ。 

(評価)目標

は達成され

たか。団体

にはどんな

効果や変化

がありまし

たか 

学生が湯沢市の伝統行事に参加し、企画を立て実際に事業をスムーズに遂行

したことは地域の活動に貢献したと思う。とりわけ立案時に地域課題ととら

えたサブ会場の形態変化や学生の伝統行事の参加への機会を作ることによ

って当事業により解決の道筋が立ったことは大きな成果だったと考えてい

る。 

良かった点として当団体が学生をサポートしながら地域の行事に参加して

目標を達成できたこと。改善点としてクリエイトキャンプの打ち出し方や周

知方法の戦略をもう少し組まないとならないと思った。具体的には定期的に

学生対象のイベントを定期的に企画し日頃から当団体の活動を知ってもら

うような取り組みが必要だと考えている。 

団 体 と し

て、今後の 

事業展開や 

新たな企画

はあります

か 

コロナウィルスの影響で各イベントが中止の中、当団体は予防対策をした上

で今年 2つのイベントを開催した。 

現時点で具体的な取り組み企画はないが、定期的な地域活性イベントと学生

と社会が交わるような取り組みを続けていきたい。 

 

 

団体名 

 

湯沢ストリート村実行委員会 
所在地 

(市町村名) 

 

湯沢市 
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団体名   湯沢ストリート村実行委員会  

事業名   中学生食堂×高校生クリエイトキャンプ㏌犬っこまつり 

左 

地元の居酒屋さんがクリエイトキャンプに

参加。おすすめメニューを作っています 

 

 

下段左 

レストランで販売開始直前の生徒たちの様

子です 

 

 

下段右 

そして販売開始直前になると、こんなに大

勢のお客さんが並びました 
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         医師の講演                 調理教室 

 

 

 

  

         講演会まとめ         災害時の食物アレルギー対応について 

                                 民間団体による講演 

 

 

 

 

 

 

 

団体名    もぐもぐ 

事業名    食物アレルギーの子ども応援事業        

事業名 
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スギッチファンド助成事業 活動報告書 １ 

団体情報 

 

事業紹介 

事業名 

患者会設立による「治療に前向きに向き合っていくための場づくり」と「乾

癬の正しい認識を普及」する活動 

 

実施日 

     

令和元年７月８日から令和２年１０月３１日 

参加人数 

延べ  

140人 

事業内容 

・市民公開講座の開催（9/28秋田市文化会館 主催：マルホ株式会社） 

・乾癬患者同士の学習会・交流会（11月） 

・会報の発行（年 2回）7月に特別号も発行 

・その他 

 ＋ＨＰ作成 

 ＋ＬＩＮＥオープンチャット開設（患者さん・関係者との交流の場） 

 ＋YouTubeチャンネル開設（2020/7/17） 

 ＋オンラインセミナー・フォーラムを開催 

(評価)目標

は達成され

たか。団体

にはどんな

効果や変化

がありまし

たか 

2019/7/15に患者会を設立して、新聞・TV等で「乾癬（かんせん）」につい

て取り上げて頂く機会が増え、以前よりは認識度が広がったように思われま

す。新型ころな禍の中自粛を余儀なくされているため、なかなか集まっての

開催は難しいのですが、SNS・LINEによるオープンチャット・YouTubeチ

ャンネル開設などを通して、正しい情報を共有して、皆さんとつながりたい

と思ってくれた方、「ひとりじゃないよ」の思いを共有して一緒に病気を克

服していきたいと思ってくれた方もいました。SNSを通して、少しでも心を

開いてくれる場を提供できていることに喜びを感じております。 

団 体 と し

て、今後の 

事業展開や 

新たな企画

はあります

か 

秋田は高齢化ということもあり、なかなかリモートでの開催は無理なのかも

しれませんが、YouTube とか動画を見ることは可能なのではと思い、

YouTubeチャンネル開設をいたしました。定期的に、乾癬のこと、治療の事

を配信して行きたいと思っております。そのほか LINEによるオープンチャ

ットも全国から参加者が増えております。今後は、新型コロナの状況を見な

がら、市民公開講座など、一般の方も参加できるような事業を開催出来れば

と考えております。 

 

団体名 

 

あきた乾癬友の会 
所在地 

(市町村名) 
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スギッチファンド助成事業 活動報告書２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

団体名             あきた乾癬友の会 

事業名 患者会立ち上げ事業 患者会設立による「治療に向き合っていくための場づくり」と「乾癬の

正しい認識を普及」する活動 

全国的にも初めて患者会のポスターを作ってみました。 

掲載場所は 

秋田市役所 

秋田市保健所 

秋田大学病院 

能代市西塚院 

能代更生医療センター 

信クリニック 

秋田県難病相談支援センター 

雄勝中央病院 

２０１９年９月２８日に「市民公開講座」をマルホ株式

会社さん主催で行われました。県外からも応援に来て

いただき、乾癬の患者さんも多数参加して下さいまし

た。治療法や乾癬の仕組みなど、皆さん真剣に聞き入っ

ておりました。 

東京主催の乾癬フォーラムに秋田からもリモートで

参加させて頂きました。 

全体としては約７０名程の参加でした。 

 

今回は、相談医の先生方も参加して下さり。全国と

つながることが出来ました。 

また、全国の先生方ともつながることが出来、大き

な前進となりました。 

2019 年 7 月 15 日 秋田大学病

院の会議室にて、「あきた乾癬友

の会」設立総会。県内外から沢山

の方が参加して下さいました。

貴重な体験・先生方により Q&A

など、大盛況となりました。 
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団体名  傾聴ボランティア 秋田「ダンボの会」 

事業名  ①傾聴ボランティアスキルアップ講習会（講師／佐々木久長氏） 

     ②アンガーコントロール＆アサーション講習会（講師／佐藤絵里氏） 

佐々木久長氏による実践方式

による講習に、真剣に取り組

む会員 

佐々木久長氏によるスキルア

ップを期しての講義に、熱い

眼差し 

佐藤絵里氏による質疑をまじ

えての講習を楽しみなが

ら・・・ 
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スギッチファンド助成事業 活動報告書 １ 

団体情報 
 

団体名 混声合唱団 横手フィオレンテ 所在地 

(市町村名) 
横手市 

事業紹介 

事業名 音楽パワーで地域を元気に！歌でつながる地域連携型コンサート 

実施日 令和元年１０月６日(日) 午後 2時開演～午後 4時 30分 

参加人数 

２８７名 

事業内容 

 県民の「心の健康増進、文化活動の人口増加、地域文化団体のボランテ

ィア活動等の促進」といった３つの課題に対応した事業展開を行う。 

元号も平成から令和の時代に移行し、一人ひとりが生きる喜びを感じ、そ

れぞれの目的が達成されることを願いながら、昭和と平成に流行した歌を

振り返り、来場者とともに良き時代を懐かしむ機会を提供し、地域に元気

を与え『やさしさと生きる喜び』をもたらす、懐かしく勇気が湧いてくる

演奏会とする。 

 また、地域文化活動の向上に寄与し、単独ではなかなか活動発表の機会

を得られない団体が経験を積む機会を創出。 

更に、あきたスギッチファンドの助成を受けた事業であることをアピー

ルし、地域課題の解決のための市民活動支援ファンドであることの賛同を

得て、寄付をお願いする。 

(評価)目標

は達成され

たか。団体

にはどんな

効果や変化

がありまし

たか 

 中高年世代の来場者が多く、青春時代と選曲がオーバーラップしたこと

で懐かしさに浸り、演奏会という非日常の空間に身を置くことで、多くの

方々に共感・感動を与えることが出来た。また、平成の曲目は、人生の応

援歌的な要素があり、インパクトがあった。そして、各団体の単独演奏と

合同演奏の場面も工夫し、アットホームなコンサートとなり、約 8 割の来

場があった。参加者から「合唱にチャレンジしてみたい」との声も聴か

れ、芸術文化向上に微力ながら貢献出来たと感じている。 

今回の協働開催３団体との交流が実現出来、「また次回も是非やってみ

たい」「今度は自団体の演奏会を企画したい」という感想もあり、互いに

郷土への愛着の深さを確認することが出来た。 

団 体 と し

て、今後の 

事業展開や 

新たな企画

はあります

か 

 福祉施設への訪問箇所や回数が増えることで自団体のレパートリー拡大

や技術力アップにもなり、これからも地域社会に認められ、また評価され

る団体となれる様、これからも取組んで行きたいと考えている。 

同様に、共演できた団体や他団体とも演奏する機会があれば積極的に取

り組んで、地域の文化発展に一役を担いたい。 
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      ○↑会場の横手市ふれあいセンター 

       かまくら館大ホールでの合同演奏 

 

            開演を待つ各団体の様子○→  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           混声合唱団 横手フィオレンテ団員（コンサートを終えて） 

団体名 混声合唱団 横手フィオレンテ 

事業名 音楽パワーで地域を元気に！歌でつながる地域連携型コンサート 
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スギッチファンド助成事業 活動報告書 １ 

団体情報 

 

事業紹介 

事業名 

 

生薬資料展示会（龍角散資料展示） 

実施日 

令和２年８月１７日～２１日秋田市さきがけホール １６２

名 

令和２年９月２１日～２５日美郷町六郷湧太郎 ２８４名 

参加人数 

４４６名 

事業内容 

 この事業は、秋田県が発祥の龍角散や、秋田県での生薬にスポットをあ

てて取り組むことです。 

江戸時代、秋田藩の御殿医だった藤井家が秋田市で龍角散を創製し、美郷

町と八峰町の生薬を使用したようです。そこで、このことを認知して頂く

ために秋田市と美郷町六郷で生薬と龍角散の資料展示を実施する。 

また、生薬資料館の設立を促すために龍角散の発祥地としての認知度を高

めていきます。生薬資料館を設立する目的は、観光資源をつくり、地域の活

性化に取り組むためです。 

今回の展示会での目的は、資料館設立の有志志願者を集めることです。 

(評価)目標

は達成され

たか。団体

にはどんな

効果や変化

がありまし

たか 

 展示会での来場者は、目標５００人で達成４４６名でした。 

有志志願者は、目標２０名で達成１３名でした。 

生薬資料館のみとはいかなかったのですが、有志志願者のご協力のもと株式

会社を設立し、２０２１年春の開館を目標に、歴史文化資料館を準備中です。 

場所は、美郷町六郷です。観光資源をつくり、地域の活性化に取り組んでい

ます。 

現段階では、生薬資料展示会の事業の結果として、順調に推移しているこ

とから、達成と評価したいと思います。 

団 体 と し

て、今後の 

事業展開や 

新たな企画

はあります

か 

 団体としては、今年は３月に展示会も予定していましたが、新型コロナの

影響で延期にしました。安心して開催できる時期に準備していきます。 

 

団体名 

 

あぶこれ 
所在地 

(市町村名) 

 

大仙市 
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団体名            あぶこれ  

事業名 生薬資料展示会（龍角散資料展示） 

秋田市さきがけホールでのポスター さきがけホールでの展示① さきがけホールでの展示② 

六郷湧太郎での展示① 六郷湧太郎での展示② 六郷湧太郎での展示③ 
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スギッチファンド助成事業 活動報告書 １ 

団体情報 

事業紹介 

事業名 

 

教師・医師・保護者で学び広げる特別支援教育講座 

実施日 

     

2019年 8月 17日 

参加人数 

８０名 

事業内容 

第一部 発達障害の子どもへの対応～基礎基本から応用まで～ 

第二部 保護者の 子育て体験談 

第三部 特別支援教育の授業作り 

第四部 専門医から見た発達障害の子どもへの対応（澤石ドクター） 

第五部 スペシャリストが教えます  

第六部 

スペシャリストが答える！！学校・家庭で子どもに教えるべき大切なこと 

本音シンポジウム 

(評価)目標は

達成された

か。団体には

どんな効果

や変化があ

りましたか 

 

 

 

参加者 80 名内訳（教員 45 名、学生２名、看護師 5 名、塾講師 5 名、放課後デイ 4

名、幼稚園保育園教員 6 名、保護者 13 名）。 

参加者のアンケートはどれも好評であった。来年も参加したいという人は約 9 割。 

新規参加者の増加、新しい連携が生まれそうであること、これからもテーマを変えな

がら、社会的な課題解決に向けて、できることを行っていきたい。そうした思いを更に

強くするセミナーであった。 

団 体 と し

て、今後の 

事業展開や 

新たな企画

はあります

か 

令和 2年 11月 28日杉山登志郎先生に学ぶ特別支援教育と虐待啓発セミナーを予定。

コロナウィルスの影響もあり、オンラインと、会場というハイブリット型のセミナーに

挑戦する。杉山登志郎氏は日本屈指の被虐待児の臨床例をもつ児童精神科医である。そ

のドクターから児童虐待について学び、社会に発信していく。また、10月から 1２月に

かけて全 6回シリーズで和の作法教室を実施。秋田市のあきた産業文化施設松下におい

て小学生を対象に和の文化に触れる教室を開いている。 

 

団体名 

特定非営利活動法人あきた花咲く教師力

ネット 

 

所在地 

(市町村名) 

秋田市 

 



                        28 

スギッチファンド助成事業 活動報告書２ 

 

 

 

秋田市の Au にて 80 名を集めてのセミナー開催。教師による講座があった。 

 

 

医療療育センターの澤石氏による講演と医師、教師、保護者によるシンポジウムである。 

 

会場は熱気にあふれ、保護者発表に涙する人も多くいた。 

団体名 特定非営利活動法人あきた花咲く教師力ネット             

事業名 教師・医師・保護者で学び広げる特別支援教育講座 
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スギッチファンド助成事業 活動報告書 １ 

団体情報 

 

事業紹介 

事業名 

 

「子どもの貧困と私たちにできること」講演実施 

実施日 

     

令和 1年 10 月 4日 

参加人数 

180名 

事業内容 

  

こどもの貧困問題が深刻化しています。秋田県は貧困率も高く全国ワースト

５に入ります。親が貧困であるということは子どもも貧困であるという構図

は貧困の連鎖につながっているのは言うまでもありません。多くの方々にこ

の実情を知っていただくため、湯浅誠氏を秋田に迎え、講演を実施。関心を

もっていただけるよう、広報し、貧困問題をともに考える機会にしたいと思

います。 

(評価)目標

は達成され

たか。団体

にはどんな

効果や変化

がありまし

たか 

 

講演会は当初１００名前後を予定していましたが、１８０名の方々においで

いただき、講師の湯浅先生への質問や疑問が飛び交う大変活発な講演会にな

りました。関係各方面の方々にチラシを送り、興味のある方、多数の参加者

にこの問題の関心の高さを感じました。予定の公演時間をオーバーし、やり

取りが行われました。団体の活動も多くの賛同を頂くことができました。 

団 体 と し

て、今後の 

事業展開や 

新たな企画

はあります

か 

 

「知る」機会をもってもらえるように、講演会、イベントも行っていきたい。

当団体の活動が必要ではなくなる日まで前に進めていきたいと思っていま

す。地域の「みんカフェ」のオープンやひきこもりの社会復帰訓練の場とし

て、単身高齢者への「お弁当配達・生活支援」を来年度からスタート予定で

す。地域の「つながり」を深めていきながら、最後まで地域で暮らせるため

のお手伝いを実施予定です。 

 

団体名 

特定非営利活動法人 

秋田たすけあいネットあゆむ 

 

所在地 

(市町村名) 

 

秋田市 
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団体名    特定非営利活動法人秋田たすけあいネットあゆむ 

事業名    「子どもの貧困と私たちにできること」講演実施        

事業名 

講
演
会
の
様
子 

 (1
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団体情報 

 

事業紹介 

事業名 

 

わわわ de子育てカフェの開設 

実施日 

     

令和元年 8月 1日〜10月 30日 

参加人数 

155人 

事業内容 

  

大町商店街の空き店舗を活用し、子連れで気軽に集える場として「わわわ de

子育てカフェ」を開設。令和元年 10月 1日オープン。 

・営業日時…月曜〜金曜 10:00〜16:00 

・利用料…1家族 150円（3時間） 

・設備…カフェ&ワーキングスペース、キッズスペース、授乳・オムツ替え

スペース、物販スペース 

(評価)目標

は達成され

たか。団体

にはどんな

効果や変化

がありまし

たか 

 

令和元年 10月 1日に「わわわ de子育てカフェ」をオープンし、キッズスペ

ースのあるカフェ&ワーキングスペースとして集客を図った。利用者からは

「赤ちゃんを連れてランチできる場所がこれまでなかったので、このような

場所ができて嬉しい」「赤ちゃんと一緒にゆっくり過ごせるのが嬉しい」と

いう声をいただいた。 

子育て中のママさんたちにニーズがあることは分かったが、事業として運営

していくためには経営面での課題がたくさんあるため、長期継続のための計

画を立てていきたいと考えている。 

団 体 と し

て、今後の 

事業展開や 

新たな企画

はあります

か 

 

大館市内で民間が運営する子育て広場は唯一であり、キッズスペースとコワ

ーキングスペースが一体になった施設は東北初である。唯一である利点を生

かしつつ、連携できる他の施設や団体（商店街、行政運営の子育て広場など）

と協力して大館市全体で賑わいを創出し、活気のある街にしていきたい。 

まずは、長期に継続できるよう安定した事業計画を立てていきたい。 

 

団体名 

 

おおだて de子育て 
所在地 

(市町村名) 

 

大館市 
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団体名  おおだて de 子育て 

事業名  わわわ de 子育てカフェの開設 

助産師さんのお話会 絵本の読み聞かせ 

ＪＡあきた北とのコラボ 食育イベント ヨガ教室 
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スギッチファンド助成事業 活動報告書 １ 

団体情報 

 

事業紹介 

事業名 

 

第 4回 秋田太平山まんたらめの里マラソン ＲＵＮ ＤＡＭ 

実施日 

     

令和元年 11月 3日(日) 10時～14時 

参加人数 

410名 

事業内容 

『太平山リゾート公園とその周辺』をコースとし、ハーフ、10km、3km

の 3 種目のマラソンを、クアドーム ザ・ブーンをスタート＆ゴールとして

実施いたしました。 

高齢化が進んでいる地域で、住民一体となりイベントを開催し、地元をＰ

Ｒすることで、地域、住民ともに活性化することや、会場となる『太平山リ

ゾート公園とその周辺』には、歴史的価値のある史跡や紅葉の名所など素晴

らしい地域資源があるため、県内外の方にイベント開催を通じて地域の良さ

をＰＲし、継続して沢山の方に足を運んでいただける地域を目指すこと等を

目的としたものです。 

(評価)目標

は達成され

たか。団体

にはどんな

効果や変化

がありまし

たか 

 大会では、地域毎にエイドステーション（給水所）の運営（ボランティア）

を担い、参加者へのおもてなしや声かけを行えました。まさに開催地域一体

となって一つの事業を完了でき、かつ開催地域のよさもＰＲできました。ま

た、参加者のご家族は、近隣宿泊施設を利用されたり、周辺の紅葉も楽しま

れており、地域のよさを知っていただける良い機会となりました。 

 地域の皆さんと協力しながら開催している大会は他にはなく、私達の大会

独自のものとなっており、目標は達成されたものと考えております。 

 実行委員会内での結びつきも強くなり、このマラソン以外でも地域との協

同意識も生まれました。今後につなげていきたいと思います。 

団 体 と し

て、今後の 

事業展開や 

新たな企画

はあります

か 

 現在は新型コロナウイルス感染症のため、地域での活動を自粛していると

ころですが、今後は地域密着型のイベントやこの地域の利活用を検討してい

きたいと考えております。 

 まだ具体的な企画まで至っておりませんが、地域の皆さんとも協力・協同

して活動して参りたいと考えております。 

 

 

団体名 

 

秋田太平山マラソン実行委員会 所在地 

(市町村名) 

 

秋田市 
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スタート前の選手（ハーフ選手）             スタート直後 10ｋｍ選手  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選手受付スタッフ、ボランティア         エイドステーション（給水所）ボランティア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           閉会式                        表彰式 

団体名 秋田太平山マラソン実行委員会             

事業名 第 4 回 秋田太平山まんたらめの里マラソン ＲＵＮ ＤＡＭ 
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スギッチファンド助成事業 活動報告書 １ 

団体情報 

 

事業紹介 

事業名 秋田再発見プロジェクト 『日本奥地紀行』を読む 探検家イザベラ・バードが見た世界 

実施日 

読書会 『日本奥地紀行』を読む （於：本庫HonCo） 

7月 21日：関連本、イザベラ・バードの旅程紹介          

9月 1 日：久保田の記述を中心に話し合い         

10月 27日：参加者有志の町歩きの報告と、魁新報掲載の写真紹介  

対談会 探検家イザベラ・バードと『日本奥地紀行』  

11月 17日 （於：ALVE２Fホール B ） 

参加人数 

15名 

17名 

17名 

 

92名 

事業内容 

読書会 『日本奥地紀行』を読む （於：本庫HonCo。ナビゲーターとして鐙啓記氏） 

7月 21日：イザベラ・バードの紹介、関連本、バードの旅程を紹介した          

9月 1日：久保田の記述を中心に当時の羽州街道を紹介。意見交換を重ねた         

10 月 27 日：参加者有志で行った 10 月 13 日の秋田市内町歩きの報告と秋田魁新報連載の

記事を紹介。記事を担当した藤原佐知子氏が、掲載の写真撮影やバードについて取材した際

の様子を語った  

対談会探検家イザベラ・バードと『日本奥地紀行』 11月 17日 於：ALVE２Fホール B  

来場者が手にとってみられる資料が展示された場内で、鐙氏、藤原氏に加え、探検家髙橋

大輔氏を迎えた鼎談を開催した 

(評価)目標

は達成され

たか。団体

にはどんな

効果や変化

がありまし

たか 

近年関心が高まりつつある英国の女性探検家イザベラ・バードについて、彼女が記した

『日本奥地紀行』を中心に読み進んだ。本の中でバードは、明治初期の秋田の様子を紹介し

ている。この本を実際に読む人、バードと秋田のかかわりを知る人、それらを語ることが出

来る人が増えた。当初目的とした、共読体験の提供や、地域に対する知見を深める機会の提

供は、おおむね達成することができたと考えられる。 

また対談会では探検家の髙橋大輔氏から世界情勢とバードの探検とのつながりについて

の見方を伝えられ、本からの知見が展開していく様子が見られた。参加者の約 6割からアン

ケートがあり、極めて満足、満足の評価が 8割を超え、やや不満、不満の件数はなかった。 

読書会および対談会の参加者満足度は極めて高く、『日本奥地紀行』および羽州街道に対

する認知度を高め、秋田にある文化的資産についての意識を高めることが出来た。 

団 体 と し

て、今後の 

事業展開や 

新たな企画

はあります

か 

 

バードが歩いた道を実際に訪れてみるという企画がある。 

今後も深く本を読み進める読書活動を支援し、共読体験を提供する。秋田にある文化資源

の再発見を通じ、郷土への知見を深めていきたい。 

 

 

団体名 

 

本庫HonCo 
所在地 

(市町村名) 

 

秋田市 
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読書会  全て本庫 HonCo 館内 

  

第 1 回 令和元年７月 21 日（日） 

ナビゲーターである鐙啓記氏によるイザベラ・バードの紹

介と彼女が著した『日本奥地紀行』を紹介。本テーマにつ

いての資料が盛んに刊行されている昨今の状況と、『日本

奥地紀行』がもつ多様な意味などの紹介があった。（左図） 

本テーマに関する資料を館内で展示した。（右図） 

資料を自由に手に取ることができる時間を設けた。その後、見つけた関連本などを持ち

寄る参加者もいた。 

 

第 2 回 同年 9 月 1 日（日） 

この旅でバードが携行し参考に旅を進めた地図（ブラント

ン『NIPPON』）を原寸大で再現した。（左図） 

当時の地図を広げ、バードの旅程や現在の秋田市内ではど

のあたりになるか検討する参加者もいた。（右図） 

実際に歩いてみたいという話が広がり、有志で 10 月 13 日

に現地見学会を開催することとなった。 

 

現地見学 同年 10 月 13日（日） 鐙氏の協力を得て、フィールド・ワークとして急遽開

催した。 

現在の秋田市とバードが訪れた明治時代の地図を対比した本研修の旅は、彼女が高く評

価した久保田の城下町の町並、その形成が水の運びを中心に形成されていたことを確認

するよい機会となった。 

 

第 3 回 同年 10 月 27日（日）これまでの読書会の振り返りとこれからの方向を模索する

回となった。初参加の方もいたことから、復習を兼ね鐙氏から『日本奥地紀行』とイザベ

ラ・バードの旅の生涯を解説してもらった。10 月 13日（日）開催の「久保田の町見学ツ

アー」の報告、藤原氏から、バードの旅を伝える記事を書いた際に気にかけた事などを話

してもらった。 

 

対談会 同年 11 月 17 日（日）  於：ALVE２F ホール B  

秋田再発見プロジェクト 探検家イザベラ・バードと『日本奥地紀行』 

『日本奥地紀行』の原著、各種資料、内容紹介の掲示を行

い、自由に閲覧できるようにした。 

読書会に引き続き、鐙啓記氏による『日本奥地紀行』の紹

介があり、藤原佐知子氏からバードの旅を伝える現在の秋

田の写真の紹介の後、バードも会員であった王立地理学協

会フェロー会員である探検家 髙橋大輔氏から、当時の世

界情勢と探検史からみたイザベラ・バードの紹介があった。 

会場全体から質問を募った。時間内に取り上げられなかった質問については、回答を希望する質問者へは後日直接返

答した。 

団体名 本庫 HonCo             

事業名 秋田再発見プロジェクト『日本奥地紀行』を読む 探検家イザベラ・バードが見た世界 
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スギッチファンド助成事業  活動報告書 1 

団体情報 

団体名 CAPあきた 
所在地 

（市町村名） 
秋田市 

 

事業名 CAPあきた公開セミナー 

実施日 

公開セミナー（Ⅰ） 2019.9.26（木） 13：30～15：30  65 人 

公開セミナー（Ⅱ） 2020.1.10（金） 13：30～16：00  50 人 

参加人

数 

115人 

事業内容 

公開セミナー（Ⅰ）「子どもの視点で捉えた暴力被害の現状」講師：岩城正光（愛知県弁護士

会） 

 被虐待児の心身のダメージや生きにくさを語り、子どもの「アドボケイト（代弁者）」の必

要性を強調した。司法・教育分野において、性虐待被害者や DV被害者の心理状態への理解が

不十分なため、救いきれない判例が続いていると変革を求め、また、暴力加害者の中にある被

害性について示唆した。 

公開セミナー（Ⅱ）「解決志向ブリーフセラピー」講師：柴田健（秋田大学教授） 

 小児期の逆境的体験はおとなになってからの健康リスク・社会的リスクを大きくすること

が分かっている。リスクを小さくする方法として開発された上記方法を学んだ。「解決とは問

題と別の所につくり上げていく」「小さい変化が大きな変化を生み出す」「うまくいっている事

を増やすという考え方」「変化のリソース（資源）は本人の中にある」等について学んだ。 

（評価）目

標は達成さ

れたか。団

体にはどん

な効果や変

化がありま

したか 

・公開セミナー（Ⅰ）（Ⅱ）ともに、教育・保育関係者、司法・警察関係者、行政機関、相談

機関、医療関係者、児童福祉施設関係者、一般など、幅広い分野からの参加をいただいた。 

・参加者はそれぞれの専門分野の方々であるが、アンケートの感想から、「新しい視点」「深い

気づき」「更なる知見」「新しい組織づくりは望ましい組織づくりであると思い至った」など、

「今後の現場での実践に役立つ知識が得られた」との記載が多かった。 

・CAPあきたでは、公開セミナーを 2009 年から毎年、子どもへの暴力防止をテーマに据え、

講師を招へいして開催しており、２０１９年度はスギッチファンド助成事業を活用するこ

とにより、一線で活躍する県外講師を招へいしたり、県内講師との連続セミナー化するな

ど、最新の情報提供が受けられる魅力的な企画を打ち出すことができた。その結果、新たに

司法・警察関係者や医療関係者の参加も得ることができたことは、CAP あきたにとって、

大きな収穫であると感謝している。 

 

団体とし

て、今後の

事業展開や

新たな企画

はあります

か 

子どもへの暴力防止の活動の一環として、次の２点を考えている。 

（１）広く地域で誰でもが参加でき、暴力のない子育てができるように、新たに早い時期に全

県を対象とした公開の CAPワークショップを継続で開催したい。 

（２）子どもを取り巻く社会情勢をキャッチしながら、子どもに関わる関係機関等と連携を取

り、子どもや家族問題の知識・解決法等の習得やスキルアップを目的に公開研修会（セ

ミナー等）を今後も開催していきたい。 
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公開セミナー2019（Ⅰ）講師：岩城正光氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公開セミナー2019（Ⅱ）講師：柴田健氏 

 

団体名 CAP あきた 

事業名 CAP 公開セミナー2019 
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団体名  のしろまち灯り実行委員会            

事業名  ２０２０：のしろまち灯り木育イベント 

      ～大好きな『木』を使ってみんなでコロコロドミノを作ろう！～  

 

 

 

 

 

    

     大好きな～大好きな『木』を使って 

１１チームが大奮闘！会場みんなで応援しました♬ 
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スギッチファンド助成事業 活動報告書 １ 

団体情報 

 

事業紹介 

事業名 

 

あなたはひとりじゃないよ カフェ 

実施日 

     

2019年 10月 6日、11 月 16日、12 月 21日 

参加人数 

１２人 

事業内容 

 まだ秋田に無い AYA 世代（１８歳～３９歳までの若い世代）のがん患者

会の開催をして、話をしながら交流を出来る場所作りがメインです。 

その会の開催に伴い、開催に必要なピアサポート研修、場所作りや会の雰

囲気を勉強する為に県外のがん患者会（宮城県内４カ所）に参加をしてきま

した。 

 

(評価)目標

は達成され

たか。団体

にはどんな

効果や変化

がありまし

たか 

 今までに秋田県に無かった AYA 世代のがん患者が立ち上がり、この会を

求めて参加いただけたと思います。 

各県にもまだ AYA 世代の患者会は少ないので、秋田で早い段階で立ち上

げが出来たことを嬉しく思いますし、これをきっかけに全国の AYA 世代に

関して活動している方々と知り合い、意見交換や情報共有などが出来まし

た。 

 

団 体 と し

て、今後の 

事業展開や 

新たな企画

はあります

か 

 今後の事業展開は、事務所を兼ねた拠点を構えたいです。そこを事業所に

近い形の場所を作り（理想は空き家を活用し、物作りなど作業をして利益を

生めるシステムを考え構築する）、患者会の定期的の開催継続と、必要な時

にふらっと来て相談出来る場所も兼ねたいです。 

特に就労に関しての課題に積極的にトライをしていき、まだまだ山積みな

AYA世代やがん患者さんの課題に取り組んでいきたいです。 

 

 

団体名 

 

Third place AKITA 
所在地 

(市町村名) 

 

秋田市 
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団体名     Third place AKITA         

事業名    あなたはひとりじゃないよ カフェ 
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